
参考

交通政策審議会に対する諮問について

１．諮問の趣旨

（１）四面を海に囲まれた我が国は、海を通じて経済と国民生活を支えており、安定

的な海上輸送の確保は、我が国の発展にとって極めて重要な課題である。

現在、外航海運は、世界的な荷動きの増大により活況を呈しているが、世界の

海運会社間の競争は激化の一途を辿っている。一方、我が国外航海運は、商船隊

の中核たる日本籍船が、国際競争力の喪失から極端に減少し、これに伴い外航日

本人船員も大幅に減少するなど、我が国経済、国民生活の向上にとって不可欠の

安定的な国際海上輸送の確保の面において危機的な状況にある。また、内航海運

にあっても、船員の高齢化、後継者不足が顕在化し、国内物流の基幹としての安

定的な輸送の確保の面において憂慮すべき事態となっている。

（２）我が国がグローバルな国際経済社会の中において、海洋国家として、また、貿

易立国として、今後とも持続的成長を遂げていくため、

① 外航海運が果たすべき役割、日本籍船の増加、外航日本人船員の確保・育

成を中心として将来にわたり安定的な国際海上輸送を確保するための今後の

海事政策のあり方

② 内航海運における人材の育成という課題を克服し、我が国経済の根幹とし

ての機能を今後とも果たすための方策

等について交通政策審議会の意見を聴く必要がある。

２．海事分科会への部会の設置

以下のとおり、海事分科会に部会を設置し、審議を行う予定。

海事分科会

ヒューマンインフラ部会国際海上輸送部会

優秀な日本人船員（海技者）の確保・育成安定的な国際海上輸送を確保するための海事政策

のあり方

○船員（海技者）のスキルアップ・ステップア○外航海運の役割

ップの実現○日本籍船・日本人船員（海技者）の必要性

○必要な教育システム・資格制度等の見直し○日本籍船・日本人船員（海技者）の目標値

○魅力ある職場環境の整備○日本籍船・日本人船員（海技者）の計画的増加

○地域における海事クラスターの形成・振興策（法律等の担保措置・支援措置）

○海への関心の醸成○競争環境の整備等（マ・シ海峡、独禁法等）

等等

３．スケジュール

２月 ８日 交通政策審議会に「安定的な海上輸送のあり方について」を諮問

２月１６日 海事分科会を開催

両部会とも月１回程度開催し、６月下旬に中間とりまとめを行う予定。




